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全固から400人を超えi入会
1996年7月31日

世
界
的
な
博
物
学
者
、
南
方
熊
楠
翁
(
一
八
六
七

ー

一
九
四

一
年
)
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
熊
楠
ワ
l
ク

ス
」
が
四
月
二
十
七
日
に
正
式
発
足
し
、
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
会
員
数
は
七
月
二
十
日
現
在
で
約
四
百

六
十
人
。
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
で
は
、
年
四
回

の
会
報
発
行
の
ほ
か
、
全
国
の
熊
楠
フ
ァ
ン
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

孝
南
方
熊
楠
邸
保

紳
存
顕
彰
会
は
、

南
方
熊
楠
邸
の

保
存
・
管
理
と
南
方
熊
楠
翁
の
学
業

の
成
果
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
発
足

以
来
、
多
岐
に
わ
た
る
顕
彰
事
業
に

取
り
組
み
、
予
想
を
超
え
た
成
果
を

収
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

熊
楠
ワ

l
ク
ス
は
、
熊
楠
の
顕

彰
を
さ
ら
に
す
す
め
る
た
め
に
設

立
し
ま
し
た
。
会
報
を
通
じ
て
、

地
元
な
ら
で
は
の
情
報
や
顕
彰
会

の
活
動
状
況
、
各
種
事
業
の
案
内

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

熊
楠
に
関
す
る
考
察
や
雑
感
、
会

ワ
ー
ク
ス
発
足
に
当
た
っ
て

顕
彰
会
会
長
カ

m
h「

田

辺

市

長

目

n
E

こ
の
た
び
、
熊
楠
フ
ァ
ン
の
裾
野

を
広
げ
、
熊
楠
翁
の
偉
業
を
よ
り
一

層
広
く
顕
彰
す
る
た
め
、
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
「
熊
楠
ワ
l
ク
ス
」
を
組
織
し
、

終
(
つ
い
)
の
栖
(
す
み
か
)
と
さ

れ
た
紀
州
田
辺
か
ら
、
会
員
の
皆
様
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議
場
畿
警警
畿
機

員
相
互
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
ス
を
運
営
す
る
た
め
顕

彰
会
の
五
つ
の
部
会
(
企
画
、
啓

発
、
賞
運
営
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
、
研
究
所
建
設
)
か
ら
編
集
委

員
と
事
務
局
員
を
選
出
、
実
務
を

担
当
し
て
い
き
ま
す
。
い
ず
れ
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
で

す。
事
務
局
は
田
辺
市
教
育
委
員
会

文
化
振
興
課
内
(
郵
便
番
号
6
4

6
田
辺
市
新
屋
敷
町
一
番
地
、
電

話
0
7
3
9
・
2
2
・
5
3
0
0

番
)
に
置
き
ま
し
た
。

四
月
二
十
七
日
に
行
っ
た
南
方

孝

方
に
熊
楠
翁
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
L
た。
今
後
、
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

熊
楠
ワ
l
ク
ス
の
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
方
熊
楠
翁
と
私
竹
内
郁
夫氏

神
島
を
探
否
①

後i
H申

f申
氏

お
よ
ど
ん
の
見
た

晩
年
の
熊
楠

中
瀬
喜
陽
氏

南
方
熊
楠
所
蔵

菜
園
恭
子
氏

「
球
陽
調
査
報
告
」

級
協
場

普
段
着
の
南
方
熊
楠
①

総
務
場

顕
彰
会
活
動
報
告

熊
楠
賞
授
賞
式
を
機
に
会
員
の
募

集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か

ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
和
歌
山

県
内
、
県
外
を
含
め
て
四
百
六
十

人
(
七
月
二
十
日
現
在
)
の
入
会

が
あ
り
ま
し
た
。
顕
彰
会
で
は
千

人
を
目
標
に
引
き
続
き
会
員
を
募

っ
て
い
き
ま
す
。

【
入
会
方
法
】
務
務
緩

熊
楠
ワ
l
ク
ス
へ
入
会
希
望
の
方
は
、

次
の
郵
便
口
座
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
年
会
費
は
二
千
円
(
振
り
込

み
手
数
料
別
)
で
す
。

口
座
番
号

0
1
0
1
0
1
8ー

に
U
口
6
n
δ
口
6
0
0

加
入
者
名
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕

彰
会
熊
楠
ワ
l
ク
ス

第
六
回
南
方
熊
楠
賞
の
授
賞
式

が
四
月
二
十
七
日
、
和
歌
山
県
田

辺
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
細
胞

性
粘
菌
研
究
の
権
威
、
竹
内
郁
夫

氏

(
ω
)
H京
都
大
学
名
誉
教
授
、

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
長
H
に

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
(
百

万
円
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

細
胞
性
粘
菌
は
、
生
物
の
細
胞

が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
特
定
の

役
割
を
持
っ
た
細
胞
に
分
か
れ
て

い
く
の
か
を
研
究
す
る
の
に
適
し

た
生
物
。
竹
内
氏
は
一
九
五
六
年

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学

し
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
細
胞

性
粘
菌
の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
細
胞
が
分
化
し
て
い
く

過
程
を
追
う
方
法
を
定
着
さ
せ
、

わ
が
国
の
発
生
生
物
学
の
研
究
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

選
考
委
員
長
の
岩
槻
邦
男
・
立

教
大
学
理
学
部
教
授
は
「
自
然
界

の
真
理
を
極
め
て
い
く
と
い
う
点

で
南
方
熊
楠
翁
と
共
通
し
て
い
る
」

と
選
考
評
を
述
べ
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
「
受
賞
は
私
一
人
の

栄
誉
で
は
な
く
、
発
生
生
物
学
の

分
野
全
体
に
い
た
だ
い
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
受
賞
が
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
こ
の
分
野
の

研
究
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。


